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いのか。
　本論では、川口プランの実践に取り組んだ
教師たちが学習のカリキュラムをどのように
つくり、学習を実践したのかを明らかにする
ことで上記の二つの問題を考察する。
　研究方法としては、川口プランの実践の
リーダーであった村本精一の文献や聞き取り
を行ない、また、実践の中心となっていた前
原忠吉の資料を検討する。また教育界のリー
ダーでもあった岡登益蔵他の座談会の資料を
検討するという方法をとった。

₂　川口プランの発足─座談会 「社会科
教育のあゆみ」から

　昭和21年の６月に地理が、10月に歴史が再
開され、翌22年には新しい学習指導要領が発
表される。川口プランの構成は、その前後に
なされた。
　「座談会　社会科教育のあゆみ」（『埼玉教
育』1966（昭和41）年11月）では、次のよう
に川口プランの発足当時の様子や推移が語ら
れている。＜＞は、筆者。

岡登益蔵＜浦和市立高砂小学校長＞：わた
くしが川口へ転出したのは22年で、ちょう
ど六三制が実施され新しい指導要領が発表

₁　はじめに

　敗戦直後は教育現場は混乱し、教師は何を
根拠に教えたらよいのか、戸惑っている状態
であった。
　このような時、川口市では川口中学校長梅
根悟の提唱により、川口市教員懇談会が結成
され、市内約500の教員の有志が集まり、多
いときは数10名が、少ないときでも数名が会
合を月に１、２回もっていた。さらに、東京
帝国大学（現東京大学）の海後宗臣・矢口新
ら若手教育研究者の集まりである中央教育研
究所が、新教育の理論を川口市で実践するこ
とを試み、川口市全教員を網羅した新教育研
究会が誕生した。この会の研究は「川口プラ
ン」と呼ばれるものとなり、新しい教育の方
向を示唆するものとして、全国発表され、全
国の関係者から高く評価され、教育の指針の
一つとなった。
　その川口プランが、数年にして大きく後退
してゆく。絶大な評価を得た川口プランが何
ゆえに実施されなくなってゆくのか。地域と
学校の連携が提唱されている今日、川口市全
地域と学校の連携が図られた川口プランを再
生し、現在の教育課題を解決し、生き生きと
した学びを生じる手だての一つとはなりえな
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　川口プランは、公式には「川口市社会科
教育計画」と銘打って発表されていますね。
その構成の手続きはどんな手順だったので
すか。
村田：まず地域社会の実態調査から始めた
のでした。いわゆる社会機能法によって、
社会的機能の果たす施設をポストひとつ
電柱一本に至るまですべて調査し、13の小
学校区ごとに生活構成体を抽出、これを分
析してカリキュラム構成の素材を蓄積した
のです。一方、市民各階層の代表者によっ
て目的決定委員会を構成し、いわゆるソー
シャル・ニーズを明らかにして川口市社会
の課題を決定、これを基にして、教材構成
委員会の手で学習課題に具体化し、児童の
発達段階に即して学年に配当したものが、
学習課題表（表２参照）だったのです。
司会：九段中学の講堂で発表したのが、そ
の学習課題表だったわけですね。
鳥塚恵和男＜教育局指導課長補佐＞：東京
で発表したというのも愉快ですね．
西川好明＜県立浦和高等学校長＞：東京の
中央教育研究所の学者と、川口の現場教師
の共同研究の成果という意味もあったで
しょうが、それにもまして、全国にさきが
けて構成された川口プランだから中央でと
いう心意気があったのでしょう。
村田：たしかに、あのころの心意気はすば
らしかったですね。できあがった学習課題
表は、一見簡単な表にすぎなかったのです
が、これをまとめるまでには、何千枚のカー
ドを作り、これを整理分析し、連日連夜討
論を尽くしたもので、新しいものをつくり
出す創造の喜びに支えられた精力的で意欲
的な当時の研究活動は、今思い起こしても
すばらしかったと思います。

された年でした。コース・オブ・スタデー
という名前からして珍奇に感じ、どうにも
とまどったものです。あちこちの講習に
引っ張り出されましたが、従来の中央集権
的な国家統制を排し、地域社会の実態に即
したカリキュラムをわれわれの手で自主的
に編成するのだと説いてまわったのを覚え
ています。
　地元の川口では、すでに川口市社会科学
習課題表ができており、その年の３月九段
中学校で発表した矢先でしたから、意気大
いにあがり、指導要領など読むな。川口プ
ランひとすじに進めよといった雰囲気さえ
ありました。もっとも、その後指導要領の
趣旨が川口プランと矛盾せず、むしろ川口
プランは、指導要領によって客観的に認め
られたと解されたようですが──。
　川口プラン構成のことについては、村田
先生がおられますから──。
村田孝之＜川口市船戸小学校長＞：梅根先
生の提唱で「川口市新教育研究会」が発足
したのが21年でした。この年の春、米国教
育使節団が来日しましたが、その情報とし
て、教育制度が全面的に改められ、修身・
地理・歴史が廃されて、それに代る新しい
教科が登場するらしいということが聞かれ
たわけです。梅根先生など中央の動きをよ
くご存じだったのでしょう。新教育研究会
の中に、いち早く「社会科委員会」を作っ
て活動を開始したのでした。（表１参照）
　村本精一先生を委員長とし、高橋政芳、
前原忠吉、小林徳之助といった先生方が中
心でした。指導者としては、中央教育研究
所の飯島・田口・磯野といった若年所員が
専任でついてくれました。
司会；小高一郎＜川越市立福原中学校長＞
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₃　川口プランにおけるカリキュラムの
作成の理論

　川口プランは全国研究集会で発表される
が、それに先がけて、中央教育研究所と川口
市社会科委員会の共編でまとめられたもの
が、『社会科の構成と学習－川口市案による社
会科の指導－』（金子書房、1947.12.1）である。

（以下「構成と学習」と記す。）この著書には、
具体的な研究成果としての川口市案（「川口
市社会科学習課題表」として、工業地帯用と
農業地帯用の二種類）が収められている（「構
成と学習」：pp. 43- 46）ほか、それをベース
に、各学校の実情に即して考案された個別の
社会科学習課題表（いずれも1947年度版）も
一部紹介されている。幸町小学校案、新郷小
学校案、西中学校案、旧制川口中学校案（４
年＝第10学年のみ）がそれである。（「構成と
学習」：pp. 47- 53）
　文部省（当時）から社会科の学習指導要領
が正式に発表されたのは、小学校編がこの年

（1947年）の５月であり、中・高等学校編は
翌６月であった。社会科の授業のスタートは
９月１日からとされていたため、これに先が
けた川口プランの実践は、当然ながら全国の
教育関係者の注目を集めた。
　川口プランの地域社会の現実と課題に立脚
するカリキュラム構成の理論を知るために、
中央教育研究所理事　東大教授、海後宗臣の
論文「構成と学習」の第一章「川口市の社会
科」の一部を引用し、検討したい。

　さてこうした教育の自律的な主體が立て
られた際に、教育的内容は如何にして構成
せざるべきであろうか。内容編成の企畫は
その土地の生活現實から着手してまず進め

　われわれは、文部省の指導要領より先に
進んでいるのだという自負があったから、
22年に指導要領が出ても「指導要領なんか」
といった気持があったのだと思います。
岡登：わたくしが川口へお世話になったの
は、そうした盛りあがった頃だったのです。
　村本先生が新制中学として発足した西中
の校長に出られ、前原先生とのコンビで、
課題を分析、具体的な単元展開例を続々発
表しそれを前原先生が胸のすくような実演
授業でみせてくれたものです。私がおっ
たのは仲町小でしたが、飯島先生が担当指
導者で若い先生方といっしょに単元構成の
仕事に夜を徹したものです。児童中心主義、
なすことによって学ぶといった方針で、実
にバラエティーに富んだ学習活動を展開し
たものです。
　全市内の小中高が同じように取り組み、
その年の12月、３日間に亘って、全市の小
中高校が授業を公開し、埼玉会館で全体集
会をもち、川口市社会科教育計画の全貌を
発表したのですが、実に壮観だったですね。
村田：全国から集った研究者たちも革新的
な内容構成と、ざん新な学習活動に驚嘆し
たものです。
　内容構成については前に触れましたが、
学習活動も、実に多彩で目新しいものでし
た。グループ活動、話し合い活動、構成活
動なかでも調査・見学・面接などの現場学
習は中心的な意味をもっていました。工場・
田畑・駅・郵便局・警察署・市役所などす
べて教育の場であり、そこの人びとは皆教
師であったわけです。（pp. 29- 31）
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いうことを確認しなければならないのであ
る。我々は青少年を教育してこれを逞しい
生活の實踐者としてその土地にいきさせよ
うとしているものである。この考をとるこ
とが教育内容を編成する基礎である。（略）
……その土地の生活現實に注目し、そこか
ら生活をつくり上げている課題を発見して、
この線に沿うて教育の媒介となっている諸
内容を採るということは、正しい態度であ
る。そこに科學的な方法が適用せられるな
らば、生活の中から編成された内容で學習
した青少年は立派な生活實踐者とその土地
を擔って発展させることができるものとな
るであろう。（略）……以上のようになっ
て教育内容の編成が進められたときに、教
材の中央統轄がとり払われることになる。
それなくして中央統轄の旅が停止されたな
らば、今日の大部分の教育者は、自律的な
教育編成をなす態度もなく、その技術にも
訓練されていないために、当惑し或は混乱
に陥り、教育は弱体化される結果となる。
そこで出来る限り速やかに、こうした自律
的体制をつくろうとするのが、我々の希望
するところである。こうした方式になるな
らば、その教育はその土地の生活に深く食
いこんで、力ある展開をなすことが明白で
ある。（pp. 8- 10）

　土地の生活現実を基盤として、その生活
現実の中から教育内容を編成するという考
えを主張している。このことは、そのまま
次に引用する、高橋政芳の論文「第３章　
学習課題表の構成　１、学習課題の設定－
その理論と方法」の学習課題設定の理論と
なっている。

られ、これがその地域のものとして體系づ
けられなければならないのである。何を學
習内容とすべきかは、その土地の生活がこ
れからどんな課題の解決をしようとしてい
るかによって決定されるのである。これが
教育内容を編成する基盤である。
　實は我々が教育の對象としている青少年
も、こうした土地の生活課題のうちに入っ
て生きてきているものである。土地の社會
と切り離された青少年の生活という如きも
のが存在している訳ではない。教育内容を
被教育者たる子供の生活から考えるにして
も、それは決して、その土地が当面してい
る生活課題と別に何か切り離された子供の
生活があるとは理解されない。子供も又そ
の土地の中で多くの人々と共に今日の生活
を営みながら、この課題を解こうとする仕
事に結びついているのである。こうした実
情であるから子供がもっている生活經験
と言っても、それは社會生活上の人々の經
験と離れてはあり得ない。その土地が當面
している生活の課題、それを中軸として構
成されている生活現實のうちから教育を企
畫してくることは、何を用いて學習するか
の問題を決定する第一着手となるのである。
曾つて教育内容が中央の権威をもって決定
されていた際には、唯これに拠っていたの
であるが、今日に於いては、その土地の生
活現実を基盤として立て直すこと以外に方
法はない。
　土地の生活現実を基盤としてその中から
教育内容を編成することは、従来の教育内
容觀と異なるために、多くの場合その理
は認めてもこれを教育実踐の上に現わし
てくるものが少ない。これについて内容を
編成する眞實はこれ以外には存在しないと
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と、課題設定の理論を述べている。

₄　川口プランの実際

（₁）　村本精一の社会科構成と経営

　川口市では、教育に特に力点を置いていた
市長の高石幸三郎と、川口中学校長より昭和
21年から市の助役に就任していた梅根悟の熱
意で、市内500余名の全教員を網羅した「川
口市新教育研究会」が結成された。新制度に
おいては社会科（この科目名は未定であり、
川口から社会科の名称が始まったのではない
かといわれている─村本精一談）が新しい教
科として設けられ、この研究会は最初に、社
会科を研究課題として取り上げた。
　こうして発足した社会科委員会の委員長に
まだ川口中学の教諭であった村本が選ばれた。
当時は学制の過渡期で、市内の学校は国民学
校13、中等学校５、青年学校２の計20の学校
があった。社会科委員会は各校２名の委員で
構成された。
　一方、東京大学教授海後宗臣を所長とする
中央教育研究所は、いちはやく社会科新設の
情報を得、その根本理論を研究し、文部省に
先んじて新教科の実践案を作ろうとしていた。
その時に、梅根を通して、先行研究の候補地
として川口市の取り組みが目にとまった。梅
根の仲間であった中央教育研究所の海後勝雄
が、同じく研究所の矢口新とともに梅根を訪
れ、川口市をモデル地区としたい旨と協力を
申し出た。梅根の指示で村本は直ちに研究所
長の海後（宗）を訪ねた。戦火に焼け出され
て書店の二階に仮住まいし、研究所の事務所
としていた海後（宗）に会いに行ったという。
鳩ヶ谷に住んでいた村本は戦後の食糧不足の
時代のこと、リュックに芋や野菜をいっぱい
詰め込んで土産に持って行ったという。海後

　われわれは川口の生活現實とそれが有す
る課題とを正しく理解し、その発展のため
に働く情熱的態度とそれにふさわしい知識
と能力とを有する實踐者の育成を社會科の
目的とし、課題表の全般に亘ってこの精神
を生かすべく努めた。即ちこの課題表は社
會の理解を與えると共に、この理解は常に
實踐的建設的理解であることを目ざして、
理解によって直ちに新たな川口社會の建設
を目ざして實踐する如き市民の形成を期し
ているのである。
　故に社會科の學習に於ては單なる既成の
知識の傳達を中心とするものでなく、又生
活と切り離された實踐を強要するものでも
ない。現實の場面に生活させることにより、
生徒自らの力によってこれを理解し、その
課題を発見し、これを理解すべき實踐的態
度と知識技能とを獲得せしめることをその
方針としたのである。
　かくて現實社会のもつ課題を地盤として、
學習課題を設定しようとした。即ち學習課
題を川口社會がもつ課題への系列に於て選
擇配列しようしたのである。
　従って社会科を従來の歴史、地理、公民
の諸教科の単なる綜合として考えたのでは
ない。郷土における実践者の形成のための
教育内容という点から現実の具体的な課題
を提出し、これを現実の場面で学習すると
いう形をとって必然的に綜合的なものと
なったのである。（略）……現実の生きた
社会に対しこれを理解する方法として歴史
的、地理的、公民的な見方が用いられると
考えられる。以上が課題表作製に当たって
の基本的な考え方である（略）……。（pp.

36- 37）
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博物館・公民館・研究所・新聞社その他
⑧宗教関係──寺院・神社・教会その他
⑨娯楽関係──映画館・劇場・（略）ダンスホー

ル・玉突屋・マージャンクラブその他
⑩健康衛生関係──病院・（略）産院・保健所・

浴場・理髪店・美容院その他
⑪名勝古蹟──城址・遺蹟・古墳・貝塚・名

所・記念碑・墓地その他

　社会的機能により地域別に分類した生活構
成体制
生産（鋳物工場、ビール工場、みそ工場、鉛

筆工場、田畑、種苗園）
消費（八百屋、魚屋、青物市場、配給所、（略））
交通通信（川口駅、運送会社、郵便局、電話

局、放送所）
健康（保健所、病院、産院、塵埃焼却場、下

水道）
保全（消防署、火ノ見、警察署、交番、荒川

の堤防）
政治（市役所、市会）
教養娯楽　（学校、公民館、映画館）

（「構成と学習」：pp. 18- 21）

　この分類から、地域別に一覧表を作ると、
川口市の社会構造の全体像が明確になった。
鋳物の街と言われてきた通り、全市に鋳物工
場は295、鉄工所が182、機械工場が203あり、
それらは市の中心部に集中していた。委員会
はさらに、鋳物行の起源、立地条件、資本金、
製品の種類、材料、技能、従業員数、企業形
態、経営の現状、労働災害、労働組合等々の
調査を進め、教師のみならず工場経営者や労
働者が協力し、他の生活構成体も、市民の協
力のもと同様な調査が行われた。
　社会科委員会は、この実態調査をもとに、

（宗）は提携には「市内の全部の学校の一致
協力」が条件であると語り、村本はそれを約
束して共同研究を承諾した。この約束のもと
に「川口市新教育研究会」が実働を始め、川
口市は梅根の裁量で予算も計上された。
　川口市は鋳物工業で有名な土地であるが、
商店もあり、周辺部安行等には田園が広がり
植木、盆栽の栽培や農業も盛んであった。そ
こが子どもたちの生活の場であり、ここで生
きていく人間としての生き方を学ぶのが川口
の社会科の第一の目標と捉えられた。即ち、
実践の場で習得した知恵を整理して抽象化さ
れた知識となしていくのが真の学問であると
した。
　社会科委員会は市内の地域を小学校の学区
単位に区分けし、学校は生徒を通学班ごとに
分けて地域を決め、それぞれの地域の社会を
構成するあらゆる生活構成体をくまなく抽出
することにした。この調査を、各学校の最上
級生が足を使って漏れなく行い、以下のよう
に分類された。

①公共施設──市役所・警察署（略）…授産
所・代書屋・電力・ガス会社等

②交通通信──駅・郵便局・運送店（略）…
ポスト・公衆電話・主要道路・橋（略）…

③農業関係──農場・温室・種苗園・植木盆
栽園・牧場・主要農家・養鶏・養魚場その
他

④工業関係──工場・（略）機会修理・醸造所・
（略）工業製品検査所その他

⑤　商業関係──商店・同業組合・（略）銀行・
質屋・保険会社その他

⑥接客業──旅館・下宿屋・アパート・料理
屋・喫茶店食堂その他

⑦文化関係──学校・幼稚園・託児所・図書館・
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元としてあげられている。（「構成と学習」：
pp. 181- 182）西中の学校プランでは同様に、
７月に単元「衣料問題」【消費】領域が位置
づけられているが、川口市案においては、「衣
料問題」とされている。西中案では川口市案
中の【健康】領域の「公衆衛生」は、６月の
単元として配置されている。西中の第１学年
には、入学当初の四月に川口市案にはない単
元「学校」が独自に設けられている。
　前原は「学習計画の第一歩は、教師が学習
単元に対してそれがどんな意味をもっている
かを知ること」（「構成と学習」p. 64）とす
るときの「意味」とは、川口市の地域社会に
おいてその学習材が担っている「機能」を指
している。前原が作成した単元「学校」の学
習指導案を例に検討すると、「新制中学校の現
実は、彼等の期待に対して余りにも貧困であ
る。校舎は足りない、机も腰掛けもない、先
生も不足、こうした幾多の問題は中学生とし
ての彼らの誇りと期待を一場の夢として葬り
去らんとしているのである。この事実は到底
看過するわけにはいかない。生徒はこの新し
い学校について十分な理解をもち、こういう
学校の現実を打開しようとする積極的な協働
者として立たねばならぬ。」（「構成と学習」：
p. 132）という現実を踏まえ、川口市案に設
定されていた「市民の文化と娯楽」を変えて
扱っている。前原は、「彼等がこの生きた生活
の課題を身を以って解決し、学校生活の意味
を真に理解すること」（「構成と学習」：p. 132）
と単元の意味をとらえ、市案を変え、「学校」
を設定し、単元構想を立てた。1947年発足の
西中は、六・三制施行の初年度に川口市に新
設された６校の新制中学の一つだが、開校当
時校舎も校地も持たず、飯塚小学校の空き教
室を借用していた。初代校長に着任した村本

市民生活との関係や問題を解き明かしていく
ことで、社会科のカリキュラムを作っていき
たいと考え、川口市の課題を明らかにするた
めの『目的設定委員会』を作った。この会の
趣旨を理解して参加したのは工場主、労働者、
商店主、篤農家、医師、市長、市会議員、青
年団長など20数名であった。
　最終目的である学習カリキュラムを作成す
る作業が、構成委員会に委ねられ、高橋政芳
を中心に、児童生徒の発達段階に合わせてカ
リキュラムを作成し、学習計画は、各校の実
情に沿ってそれぞれに決定されていった。村
本は川口市立西中学校の校長に任命され、西
中学校社会科学習課題表（昭和）22年度（表２）
を作成し、４月から各月各学年ごとに、目的
設定委員会の定めた目標に沿って内容が決め
られていった。（「構成と学習」村本精一「第
二章　内容構成の基礎としての社会調査」：
pp. 16- 35）

（₂）　前原忠吉の単元学習

前原は　表３のような作業を通じて単元が計
画され、個々の授業案の作成がされるのが川
口プランの実践段階に求められるべきである
とし単元の学習指導案を作成した。（表５）
①　単元のもつ意味を考える　単元作成の

「単元のもつ意味を考えるの「単元」とは、
川口市案を基準に各学校が自校の実態にあわ
せて作成した「学校プラン」の一覧表におけ
る学習課題テーマのことである。前原が勤務
していた西中の学校プラン（表２）では、９
月に「川口の鋳物工業」、続いて10月から11
月にかけて「川口の産業」が単元に位置づけ
られている。が、川口市案においては、中学
一年の【生産】領域（社会機能）では「川
口と鋳物工業」と「川口の産業」が標準単



― 228 ―

埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第７号

のすべてを細密に調査したが、ⅲとⅴについ
ては思うように資料が準備できず、情報資料
収集の困難さを指摘している。（「構成と学
習」：pp. 134- 135）
④　「児童の生活の実態調査を行う」　子ど
もたちが題材についてどの程度の認識をもち、
どのような課題意識をもっているかを把握す
るために、前原は、４つの質問事項に回答さ
せる質問紙法を用いている。（表４）（「構成
と学習」：pp.１３５-１３６）
⑤　「学習指導案を作ること」　学習指導案
作成について、前原は①学習内容の設定②問
題の設定③学習活動の構成④時間配当その
他（適要）と記している。それらが学習指導
案の横軸の項目となっている。「題材の分析」
と「児童の実態調査」の結果を総合して学習
指導案が作成されるべきであるとしており、
単元の学習指導案の事例が 表５ である。
　学習活動は内容に応じてさまざまである。
絵やグラフに描くこと、劇化すること、地図
や年表をつくること、作文に綴ること、紙芝
居や模型をつくること、標語や詩や俳句をつ
くること、実物を集めること、新聞記事を集
めること、調査・見学・訪問・聞き取り調査
をすること、発表することなど、多岐にわたっ
て検討される。これらの学習活動は、形式化
したり、単なる発表のための活動になったり
してはならないことも指摘されている。

（₃）　全国に向けての研究発表

　全国発表は、まず、1947年３月29日、東京
の九段中学校を会場として全国新教育協議会
が開かれた。この会場にて、桜田プラン（東
京都港区：桜田小学校）と北条プラン（千葉
県館山市：北条小学校）とともに、川口プラ
ンの概要が発表された。当日の『埼玉新聞』

は、市立女子商業高校の校舎を一部借り受け、
前原ら力量のある教師を集め、学校づくりを
していたという状況下での前原の単元の一つ
であった。
②　単元のねらい＝「主眼を設定する」

　川口プランにおける「主眼」とは、「単元の
ねらい」と同義である。単元「学校」の主眼は、

「学校の生活現実のもつ課題を解決させつゝ
学校の社会的文化的な意味と機能とを理解さ
せる」（「構成と学習」：p. 133）で、「川口市
民の教養文化生活のあるべき姿と現実との
ギャップから来る課題の解決が中心となる」

（「構成と学習」：p. 133）。「学校生活の現実
に立って、それを批判し、その改善を意図し
つゝ学校のもつ社会的な意義、文化的使命を
可能な限り実践を通じて理解させ」（「構成と
学習」：p.１３３）るという意図から設定されて
いる。「実践」は、「彼らの生活の中にある問
題を捉えて、それを現実の生活の中で解決さ
せ」（「構成と学習」：p. 134）るという観点
に立っている。
③　「題材の分析をする」　「社会科が現実の
課題を解決せんとする意欲から出発する教科
である限り、机上で学習計画が立てられるべ
きではなく、また事実机上では出来ないので
ある。」（「構成と学習」：p. 65）と述べ、実
際に現場に出て調査をすることの重要性が力
説され、単元「学校」では、以下の９項目に
ついて「題材の予備調査」が実施されている。
ⅰ学校の校舎内外の設備、ⅱ川口市の学校の
教育費、ⅲ川口市と全国の学校の種類と分布、
ⅳ学校の行事・経営の方針・指導法、ⅴ学校
の歴史、ⅵ学校に関係ある役所およびその系
統、ⅶＰＴＡ等学校をとりまく協力団体、ⅷ
学校の生徒数・職員数（本校・川口市・全国）、
ⅸ教科書や教科課程、である。前原はこれら
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らないといったことがその主な物だったよ
うに覚えています。
岡登：川口の子どもがみんないもの〈鋳物〉
みたいになってしまわないか、なんて冷や
かされましたね。
福島正＜久喜町立久喜小学校長＞：世界性
をどうするのか。日本の歴史を知らないで
よいのかといった声もありましたね。
西川：そうした問題が、社会科についてあ
とあとまで論争点になるわけですね。まあ、
いろいろ批判はあったけれど発足したばか
りで混迷していた社会科に、ひとつの拠り
どころ、あるいは方向を与えたという点で、
高く評価されましたね。
福島：川口プランに次いで、全国的には桜
田プラン、北条プラン、明石プランなど地
域プランが発表されましたですね。埼玉県
でも川口の研究と並んで各地に研究意欲が
もりあがりますが──。
司会：司会者から言うのは何ですが川口の
研究がすすめられていた頃、自分たちの研
究をどのようにしていったらよいかという
ことで、いずれの学校もみな苦しんでいま
したですね。比企の三保谷小・中学校でも
地域の生活課題の探求、そして生きて働く
知識の形成に焦点をおいて精力的に仕事を
したものです。（三保谷プラン）その頃県
内各地に新教育研究の動きがりまして、研
究校の自主的な連盟が生まれました。（「埼
玉教育」1966年11月号p. 31）

＜この座談会は、「埼玉教育」1966年11月号
pp. 28- 38に掲載された。1966年８月23日に、
農林会館にて行われ、上記の発言者の他に、
織本重義県社会科教育研究会長・川口女子
高等学校長が紙上参加し、豊田重穂埼玉県

1947.3.29には「…この研究は全国教育界から
注目されていたものでマ司令部教育専門家も
日本の民主的教育の上に非常な興味を注いで
おり同発表によって児童教育の新方向を示す
ものと期待されている。」と、紹介されている。
　また、村本精一の報告「川口市における社
会科構成、経営について」に引き続き、「社
会科学習の実践研究」と題して、合計７人の
実践報告が予定されていることを報じている。
川口市新教育研究会（社会科委員会）は、こ
の集会で川口プランの作成プロセスと川口市
案（社会科学習課題表）および社会機能ごと
に単元を選んでの学習指導の実際を発表する
形式をとった。桜田プランや北条プランが一
校だけの単独のカリキュラムであったのに対
して、川口プランは川口市内全部の学校に
よって実践された全市的教育計画だったこと
により、特に注目を集めた。
　その後もその理論と実践は、浦和市埼玉会
館および川口全市の小中高校を会場にして開
催された全国研究集会においてあらためて発
表されている。この集会には全国各地から、
約千人の教育関係者が参加している。記事を
整理すると表６のような日程であった。全国
研究集会について、前出「座談会　社会科教
育のあゆみ」で、次のように語られている。

西川：批判も相当厳しかったですね。
村田：何しろ中央の学者全国のベテランた
ちのことですから鋭い批判がありました。
視野の狭い人間ができはしないか。客観的
な知識理解はどうなる。抽出して課題が大
人本位に傾き子どもの要求が満たされてい
ない。真に子どもの問題意識になっている
か。学習の深まりが疑問。全教科のカリキュ
ラムに基礎づけられたプランでなければな
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１、中心になる実践者がリードしていたが、
新教育研究の会員一人ひとりの中に、実践の
根が、広がっていかなかった。児童生徒が生
活者として問題意識を持つことを前提とする
学習は、教師の従来の教育観をかなり変えな
くてはならず、川口プランの教育観を理解し、
実践できた教員が限られていた。
２、社会科でなく、理科や国語科として取り
組みたかった、という当時教員であった方の
声があった。新しくできた社会科案をもとに
他教科のカリキュラム編成や実践への転移を
はかることがまだできていなかった。
３、実践の推進力となったリーダーが、行政
や研究職に入ったり、他市へ異動したりした。
さらに、中央教育研究所のメンバーが他地域
の指導に移っていった。そのため、地域に根
付いた学習であるにもかかわらず、地域に残
りプランを実践し続ける人が少なくなった。
４、この後、昭和24年ごろから、県のカリキュ
ラム研究が始まり、埼玉県基準教育課程が作
られ要素表、能力表がだされ、児童生徒に要
求される基礎的な知識が明らかにされていっ
た。
　衰退して言ったとはいえ、「川口プラン」の
継承はどのようになされていったのか。当時
の子どもや保護者、地域の人のリフレクショ
ンは、どのように生かされてきたのか。戦後
の混乱期に、川口プランが生まれ、実践され
たという事実から、今日の地域と学校と家庭
とが連携をはかり、生涯に生きる、学ぶ力を
育てることを考える上での示唆を得ることは
できるのではないかと考える。

教育研究所長が参加している。＞
　全国発表をはじめ、社会科を中心に県下
各地で研究はもりあがったが、新教育の推
進者は社会科担当者が多く、こうしたムー
ドに、他教科担当者からの批判もあったよ
うである。また、「それに、社会科学の専門
でない革新的な教育学者からの発言が社会
科をリードしていた傾向が強く、社会科内
部からの批判も強かった。後の総合かセパ
レートか、生活か系統かの論争は、この辺
にすでに根ざしていたと思う。（「埼玉教育」
1966年11月号p. 31）」（西川）という発言
も看過できない。1949（昭和24）年ごろから、
地域プラン構成の行きづまりが見え、県の
基準カリキュラムの構成の必要性が問われ、
実験地区の研究が広がってゆく。

考　　察

　川口プランは発足したばかりで混迷してい
た社会科に、ひとつの拠りどころ、あるいは
方向を与えたという点で、また、他の教科の
カリキュラム作成の契機をつくったという点
で、高く評価される。しかし、その実践は子
どもの興味・関心、子どもの生活課題と地域
社会の課題とをつなぐという教師の力量が問
われるものであった。
　敗戦後の混乱が残る中、教師たちが、新し
い民主的な教育観をどれだけ理解できたのか
という視点で文献資料を読み直し、当時かか
わった関係者に聴くと、教師が児童生徒と学
習するとき、川口市という地域社会の中での
生活者としてどのように発想し、学習をとら
えていたのかという点で教師に意識の差が
あったことがうかがえる。これらのことから、
川口プラン後退の理由として次のことが考え
られる。
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114号　信州大学教育学部　pp. 181- 191

前原忠吉（1949）：『単元学習の実際－中学校社会科

の指導記録－』明治図書

村本精一（1958）：「『川口プラン』の実践」梅根悟・

岡津守彦編『社会科教育のあゆみ』（新教育の

実践体験Ⅱ）小学館
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中央教育研究所（海後宗臣ら）

川口市役所
川口市長　高石幸三郎　　助役　梅根悟

川口市新教育研究会

500 余名

委 員 長（１名）
副委員長（３名）

川口市社会科委員会

構成委員会

川口市民

「社会科の構成と学習」─ 川口市案による社会科の指導 ─
中央教育研究所・川口市社会科委員会　共編　金子書房　復刻　川口市立教育研究所（pp.16-35）

児童・生徒

常
任
委
員
会
　

各
校
２
名

全
体
会

社会科委員会の主

力メンバー

市行政側から

・市長

・助役

・市役所関係課長

一般市民の代表

・市会議員

・工場主･商店主

・篤農家

・労働者

・医者　など

目的設定委員会

小学校

（
工
業
地
帯
）

東
方
地
区（
７
枚
）
（
工
業
地
帯
）

西
方
地
区（
６
枚
）
（
農
業
地
帯
）

北
方
地
区

地
区
別
研
究
会

幸町・本町・青木
元郷・領家

南･青木 市立川口高女

市立女子商業

市立工業

県立川口工業

西

並木

仲町･飯塚

上青木

市立川口北･東･芝神根･鳩ヶ谷

新郷･芝

新制中学 旧制中学

表１　川口プラン関係組織
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表₃：前原忠吉の単元学習の骨子

⑴単元のもつ意味を考える
⑵主眼を設定する
⑶題材の分析をする
　イ）題材の意味する内容に見当をつける
　ロ）現場に出向いて調査する
　ハ）参考文献を集める
　ニ）学習に効果的な資料を集めて整理する
⑷児童の実態調査を行う
⑸学習指導案を作る
　イ）学習内容の設定
　ロ）問題の設定
　ハ）学習活動の構成
　ニ）時間配当その他

前掲書（pp.６４-６８）

表₂：西中学校社会科学習課題表（昭和二十二年度）

学
月年

１ ２ ３

四　月 学校 家の経済 家族制度
五　月 市民の文化と娯楽 食料問題 住宅問題
六　月 公衆衛生 鉄工業 川口市の保健対策
七　月 衣料問題 鋳物工場の経営 市の文化問題
九　月 川口の鋳物工業 工場衛生 鋳物工業の将来
十　月 川口の産業

近代産業と交通通信

裁判所

政府の機構と仕事

工場の教養娯楽施設

現代文化と交通通信

市の保全問題

議会政治と政党

川口の産業政策

川口市の交通通信問題

社会問題

政治問題

十一月
十二月
一　月
二　月
三　月

前掲書（pp.５１-５３）

表₄：「学校」に関する生徒の実態調査

⑴学校は楽しいところか不愉快なところか
　　　どういう事がらが楽しいか
　　　どういう事がらが不愉快か
⑵学校で便利だと思っている点はどこか
　　　不便を感じている点はどこか
⑶学校では何を教えるか、それは何のために教えるか
⑷学校のいろいろのことは誰がやるか○をつけよ
　　　先生、　父母、　自分、　他の社会人

前掲書（pp.１３５-１３６）
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表₅：「学校」（西中学校）の学習指導案

　　題　　目　　：　　　　　　　学　　　　　　校
主眼：　学校の生活現実の持つ課題を解決させつつ学校の社会的文化的な意味と機能を理解させる
学　習　内　容 問　　題 学　　習　　活　　動 摘　要

１．学校のもつ施
設はそれぞれ教養
に関する意味をも
つ

Ａ　設備状況調査

Ｂ　設備改善計画

Ａ　今学校には設
備上から来る不便
があるか

Ｂ　 私 達 の 手 に
よってこの不便を
取り除くことは出
来ないか

Ａ⑴現に体験している設備上の不便につき話合う
　⑵現にある設備と其のもつ意味を係の教師と対談して

調査活用につき討議する（例・ラジオ学校放送計画）
　⑶必要とする設備を調査し他の教師の意見をも聴いて

（必要に応じては他校参観させ）表にまとめ討議の材
料とするまとめはグループによりなす

Ｂ⑴前表を材料として、出来るものと出来ないものと区別
させ

　　ａ出来るものについてはグループに分担して作業計
画表をつくる

　　ｂ出来ないものは誰がやるか、その費用はどこで出す
か又どの位用意されているか教学課に出向き調査し
て帰り、グラフに整理する（人口一人についての教
育費負担の方法他の予算との比較をなさせる）

５時間

２．学校では社会
での生活の仕方を
有効ならしめるた
めいろいろの計画
を立てている

Ａ　時間割と一日
の計画
Ｂ　自治組織・ク
ラブ組織・研究組
織　其の他

Ａ　今学校でみん
なはどんな一日を
すごしているか

Ｂ　今の学生生活
をもっと楽しくす
るために計画的に
改めることはない
か

Ａ⑴時間割及学校の計画をもとにその生活を図表にして
色分けし、各時間時間のもつ意味を聴取して表に加
える（例、体育と休憩の時間にはどんなことをする
のかなぜそのような時間を設けたか）

Ｂ⑴不愉快な点につき話合いをさせ、質問をプリントし
て、改善方法を広く上級生、教師等に徴し、参考に
して、クラブ活動、校外活動に対する組織を計画さ
せる

　⑵学級日誌を工夫して一日の学級の生活設計をさせる
　⑶自分の一日の生活設計をさせ、代表的なものを二三

発表させ参考にさせる
６時間

３．学校は社会と
一つになって生活
を指導するように
変わった

Ａ　今の教育
（日本及アメリカ
教育制度）

Ｂ　昔の教育
（教育の歴史）

Ａ　今どんな教育
をうけているか

Ｂ　昔と比べてど
んな点が変わった
か

Ａ⑴教科の意味、教育の方法、教育の用具等につき、そ
れぞれ専門教師の意見を聴取し、各指導要領一般を
参考に調査を研究する。

　⑵川口市の各学校を中心に全国的に組織系統を図表に
し、且つ分布図をつくり、今の教育制度につき研究
させる。研究の材料：（教育基本法、学校教育法、読
売政治年鑑）

Ｂ⑴教科内容、教育方法、教具の変遷を日本教育史、教
育辞典を参考に研究させ年代表を作る

　⑵今の教育の写真と昔の絵とを集め比較させてその変
り方がどんなものに影響されたかを考えさせる

発展として
は諸外国の
教育制度を
あげて比較
さ せ る －
六三制とア
メリカ教育
制度

10時間
４．学校を教養の
場として完備する
ことは社会人の責
任である

Ａ　父母と先生の会

Ｂ　生徒の参加

Ａ　学校に対して
社会人はどんなに
協力しているか

Ｂ　生徒は如何に
参加し得るか

Ａ⑴PTAの規約、役員名簿をもとに協力の具体的な姿を調
査会長を訪問して具体的計画に対する意見を聴取する

　⑵生徒の教育活動についての協力、各種会合の出席等
につき討議させる

　⑶川口市の文化団体の協力を得るようになされている
Ｂ⑴各種の計画案をもとにして学校建設の協働者として

如何に参加すべきかを討議させる
　⑵将来のことについても感想として語らせる

４時間

前掲書（pp.１３９-１４０）
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表₆：社会科研究全国集会日程表（『埼玉新聞』１９４７.１２.５）

第一日目
（１２ / ４）

１０：００　開会（於：埼玉会館）
　　　　講演「社会科の構成と学習」……　矢口　新：中央教育研究所
　　　　報告「川口市の社会科計画」……　村本精一：川口市立西中学校
　　　　質疑・応答
午後　　講演「社会科と政治教育 」　……　ベル：民間情報教育局教育課長
　　　　映画視聴「アメリカの社会科学習の紹介」

第二日目
（１２ / ５）

午前　　公開研究授業「川口プランの実践」（於：市内各学校各学年）
午後　　研究協議会「社会科の学習形態について」（於：川口中央公民館など市内５会場）

第三日目
（１２/ ６）

午前　　パネルディスカッション「川口市の社会科をめぐる諸問題」（於：埼玉会館）
　　　　パネラー　……　青木誠四郎：文部省教材研究課長
　　　　　　　　　　　　石山　脩平：東京大学理学部
　　　　　　　　　　　　緒方　宗雄：東京大学医学部
　　　　　　　　　　　　尾高　朝雄：東京大学文学部
　　　　　　　　　　　　海後　宗臣：東京大学文学部
午後　　自由懇談会（質疑応答）

備　　考 ＊期間中は、アメリカ社会科の教科書および児童画なども図書館で公開された。


